
203号

　

倉
敷
市
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
平
成
二
十
五
年
度
も
活
動

方
針
に
従
い
マ
イ
バ
ッ
グ
使
用
促
進
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
協
議
会
の
「
家
庭
ご
み
減
量
化
部
会
」
が
中
心

と
な
っ
て
、
倉
敷
市
が
決
め
た
、
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋

デ
ー
店
頭
啓
発
活
動
実
施
計
画
日
（
市
内
の
マ
イ
バ
ッ
グ
認

定
店
の
中
か
ら
実
施
事
業
所
を
決
め
、
毎
月
十
日
ご
ろ
に
店

頭
啓
発
活
動
を
予
定
）
に
店
頭
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
使
用
率
年
五
％
ア
ッ
プ
を
目
標
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、
の
ぼ
り

や
た
す
き
で
に
ぎ
わ
い
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
子
ど
も
連
れ
の
方
に
特
に
呼
び
か
け

を
行
っ
て
家
族
ぐ
る
み
で
考
え
て
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

店
頭
啓
発
に
あ
わ
せ
マ
イ
バ
ッ
グ
の
使
用
率
調
査
を
毎
年

一
回
十
月
に
複
数
事
業
所
に
お
い
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

事
業
所
に
よ
っ
て
使
用
率
に
相
当
ば
ら
つ
き

4

4

4

4

が
あ
り
ま

す
。

　

石
油
に
す
る
と
、
ド
ラ
ム
缶
二
百
七
十
五
万
本
分
と
い
わ

れ
る
レ
ジ
袋
の
国
内
年
間
使
用
量
。
資
源
を
大
切
に
し
、
ご

み
減
量
の
た
め
に
わ
ず
か
な
生
活
習
慣
の
切
り
替
え
で
で
き

る
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
」
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
実
行
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
呼
び
か
け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

倉
敷
市
環
境
衛
生
協
議
会
児
島
地
区
協
議
会

マ
イ
バ
ッ
グ
使
用
率
の
向
上
を

　
　
め
ざ
し
て
店
頭
啓
発
活
動

くらしき環境キャラクター
くらいふ
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岡
山
市
支
部

東
備
支
部

お
か
や
ま
「
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　 
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
レ
ジ
袋
削
減
運
動
」

～
和
気
町
の
取
り
組
み
～

岡
山
市
環
境
衛
生
連
合
協
議
会

和
気
町
環
境
衛
生
指
導
員
協
議
会

１年間の二酸化炭素排出抑制量、
約 92 ｔは燃費 10㎞／ Lのガソリ
ン車が月まで行った場合に排出す
る量に相当！

第
７
回
「
お
か
や
ま
・
も
っ
た
い
な
い
」
晴
れ
の
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
展
示
の
様
子

　

当
協
議
会
で
は
小
学
生
の
夏
休
み
の

宿
題
を
利
用
し
て
、「
お
か
や
ま
リ
サ
イ

ク
ル
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
身
の
回
り
の
不
用
品
を
利

用
し
た
工
作
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
も
の
を
大
切
に
す
る
心
と
新
た
に
も

の
を
創
り
出
す
心
を
培
い
、
環
境
を
大

切
に
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
実
施

す
る
も
の
で
、
今
年
で
十
二
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

提
出
作
品
数
は
、
平
成
二
十
二
年

度
三,
〇
一
一
件
、
平
成
二
十
三
年
度

三,
二
四
八
件
、
平
成
二
十
四
年
度
三,

三
七
二
件
と
年
々
増
加
し
て
お
り
、
う

れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
優
秀
作
品
を
選
出
し
、
十

月
二
十
六
日（
土
）に
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
第
八
回
「
お

か
や
ま
・
も
っ
た
い
な
い
」
晴
れ
の
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
展
示
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
展
示
で
は
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家
族
連
れ
で
来

ら
れ
、
自
分
の
作
成
し
た
作
品
と
と
も

に
記
念
撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
山
市
で
も
平
成
二
十
四
年
三
月
に

改
訂
し
た
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理

基
本
計
画
で
環
境
教
育
の
充
実
を
基
本

方
針
の
一
つ
に
あ
げ
て
お
り
、
当
協
議

会
で
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

和
気
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
、

よ
り
一
層
の
「
ご
み
の
減
量
化
」
と
「
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
進
」
に
向
け
て
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
運
動
を
通
し
た
レ
ジ
袋
の

削
減
を
進
め
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年

四
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
を

開
始
し
、
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

事
業
者
団
体
・
消
費
者
団
体
・
行

政
の
三
者
間
で
協
定
を
結
び
、
現
在
は

十
一
事
業
所
、
十
三
店
舗
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
レ
ジ
袋
の
辞
退
率
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
目
標
八
十
％
を
大
き
く
上

回
り
、
平
均
九
十
四
％
と
高
い
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
削
減
の
効
果
で
す
が
、
平

成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
約

百
八
十
四
万
枚
の
レ
ジ
袋
が
削
減
さ
れ
、

約
九
十
二
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
排
出
を
抑
え
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
収
集
可
燃
ご
み
は
前
年
度
と
比
較

し
て
約
百
ト
ン
の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
レ
ジ
袋
有
料
化
を
き
っ
か
け
に

環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
ご
み

全
体
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ジ
袋
の
収
益
の
一
部
は
岡

山
県
緑
化
推
進
協
会
の
「
緑
の
募
金
」

に
寄
付
さ
れ
、
町
内
の
緑
化
事
業
に
充

て
ら
れ
て
お
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築

へ
の
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
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高
梁
支
部

津
山
支
部

総
会
で
「
表
彰
式
」「
講
演
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　 
を
開
催

津
山
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

高
梁
市
環
境
衛
生
協
議
会

津
山
市
環
境
衛
生
推
進
委
員
会

井
笠
支
部

地
域
発
信
の
ご
み
の
減
量
化
！

矢
掛
町
環
境
衛
生
協
議
会

　

　

ご
み
の
削
減
や
分
別
が
も
は
や
当
た

り
前
と
な
っ
た
昨
今
で
す
が
、
実
際
の

現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
行
政
と
し
て
も
様
々
な
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
ご
み
の
削
減
や
分
別
の
啓
発

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
な
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
矢
掛
町
熊く
ま

林は
い

田だ

自
治
会
で
は
、
地
区
独
自
で
ご
み
の
削

減
や
分
別
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
自
治
会
で
は
、
今
年
の
三
月
か

ら
古
紙
や
古
布
の
回
収
を
い
つ
で
も
で

き
る
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
た
り
、
雑
紙
の
回
収
を
促
進
す
る
工

夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
回
収
量
は
約
二
ト
ン
。
こ
の
回

収
さ
れ
た
資
源
の
売
却
益
は
自
治
会
活

動
費
に
使
わ
れ
、
地
域
住
民
に
還
元
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
積
極

的
に
ご
み
の
削
減
や
分
別
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
行
政
だ
け
で
は
手
の
届
か
な

か
っ
た
住
民
に
も
良
い
影
響
を
与
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
矢
掛
町
で

は
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
梁
市
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
八

月
一
日
に
定
例
の
総
会
を
開
催
し
、
議

事
終
了
後
、
高
梁
市
環
境
衛
生
協
議
会

会
長
表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
頃
か
ら
毎
月
二
回
、
備
中

川
面
駅
周
辺
を
清
掃
さ
れ
て
い
る
備
中

川
面
駅
清
掃
奉
仕
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
、

平
成
九
年
か
ら
ク
リ
ー
ン
活
動
や
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で
地
域
貢
献
し
て
い
る

高
梁
市
立
川
上
中
学
校
、
約
三
十
年
前

か
ら
ご
み
拾
い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

や
秋
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

湯
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
協
議
会
、

個
人
で
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
成
羽
川

河
川
敷
を
五
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

毎
日
、
美
化
活
動
を
さ
れ
て
い
る
亀
山

智
夫
さ
ん
の
、
三
団
体
一
個
人
に
表
彰

状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
講
演
会
を
開
催
し
、

「
環
境
問
題
を
と
ら
え
る
視
点
」
と
題
し

て
吉
備
国
際
大
学
の
井
勝
久
喜
教
授
に

よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
環
境
問
題

は
科
学
技
術
で
は
解
決
で
き
ず
、
経
済

的
豊
か
さ
の
追

求
に
よ
る
政
治

や
社
会
の
問
題

で
あ
る
と
と
も

に
、
世
代
間
に

お
け
る
資
源
の

取
り
合
い
で
も

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
他
の
“
い
の
ち
”
に
思
い
を
は
せ
る

心
』
を
大
切
に
し
、
今
住
ん
で
い
る
高

梁
市
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
高
梁
市
環
境
衛
生
協
議
会
で

は
今
年
度
、
市
内
各
施
設
で
の
巡
回
環

境
パ
ネ
ル
展
、
環
境
フ
ェ
ア
、
廃
棄
物

学
習
会
、
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

津
山
市
で
は
、
連
合
町
内
会
役
員
で

組
織
す
る
環
境
衛
生
推
進
委
員
会
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
美

し
い
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
町
内

会
、老
人
会
、子
ど
も
会
等
の
団
体
で「
花



環 境 の ひ ろ ば第 203 号　平成 25 年 10 月 （4）

新
見
市
環
境
衛
生
協
議
会

循
環
と

共
生

岡山県・岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議岡山県・岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議

マイバッグ持参を習慣
にして、レジ袋削減に
ご協力お願いします。

～買い物にはマイバッグを持参して、レジ袋に秋休みをあげましょう～

（マイバッグ持参強化月間）

11 月 は

　県では、家庭ごみを少しでも減らすた
め、スーパーやドラッグストア、ホーム
センターなどの店舗、消費者・環境団
体や市町村と協力して、買い物の際に
レジ袋をもらわない「マイバッグ持参」
の呼びかけを行っています。
　このキャンペーンを機会に、お買い物
の際には、マイバッグを持参してレジ袋
を受け取らないようにしましょう。 岡山県マスコット

ももっち

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

第
二
十
九
回
と
な
る
今
年
も
多
く
の

団
体
が
花
壇
の
部
、
道
路
沿
道
の
部
に

応
募
し
、
出
来
具
合
を
競
い
ま
し
た
。

七
月
末
、
市
の
職
員
で
予
備
審
査
を
行

い
、
そ
の
中
で
優
秀
と
思
わ
れ
る
十
八

団
体
を
選
び
、
八
月
五
日
、
当
委
員
会

役
員
及
び
関
係
機
関
等
で
本
審
査
を
実

施
し
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
、

各
部
門
の
優
秀
賞
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

九
月
三
十
日
、
宮
地
昭
範
津
山
市
長

を
お
招
き
し
て
の
表
彰
式
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
環
境
美
化
活
動
と
し

て
、
ご
み
の
不
法
投
棄
、
落
書
き
防
止
、

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
等
々
も
市
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

町
中
を
四
季
折
々
の
花
で
飾
り
、
心
を

も
癒
や
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日
（
金
）

午
前
０
時
か
ら
「
特
別
警
報
」
の
運
用

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
警

報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
豪

雨
や
大
雪
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、

地
球
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
、
そ
れ
と
同
時
に
、

環
境
問
題
に
対
す
る
啓
発
の
重
要
性
も

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

六
月
八
日
、
新
見
市
で

初
め
て
『
び
っ
ち
ゅ
う
環

境
フ
ェ
ア
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

「
ま
な
び
広
場
に
い
み
」
に

は
、
親
子
連
れ
が
大
勢
訪

れ
、
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
や
、
日
本
ミ

ツ
バ
チ
の
生
態
学
習
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題

に
触
れ
ま
し
た
。

　

新
見
市
環
境
衛
生
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
達
へ
マ

イ
バ
ッ
グ
と
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
り
、
環

境
保
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

以
上
自
然
を
壊
す
こ
と
な
く
、「
環
境
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
」
が
広
が
る
よ

う
願
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。

　
「
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら
「
循
環
型
共

生
社
会
」
へ
。

　

自
然
か
ら
の
警
笛
に
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
と
と
も
に
耳
を
傾
け
、
限
り

あ
る
資
源
の
循
環
と
、
自
然
環
境
と
の

共
生
の
バ
ト
ン
を
幾
世
代
に
も
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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お知らせ

買物は自前袋をご持参で 広報・研修委員　藤  原　  浩

岡山県

“もったいない”と思う気持ちがはじめの一歩

岡山県教育委員会、環境省中国四国地方環境事務所、岡山県環境衛生協会、（一社）岡山県産業廃棄物協会、岡山県消費生活問題研究協議会、（一社）岡山県婦人協議会、岡山県商工会
議所連合会、岡山県商工会連合会、岡山県中小企業団体中央会、NHK岡山放送局、RSK山陽放送、OHK岡山放送、RNC西日本放送、KSB瀬戸内海放送、TSCテレビせとうち、山陽新聞社

主催 岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議、地球温暖化防止プロジェクト推進会議、（公財）岡山県環境保全事業団共催

後援

入場無料

13：30～

楽しい時間の作り方
～私たちにできるエコライフ～
時  間 早見  優さん

はや み ゆう

ゲスト

スペシャルゲストトークショー

それいけ！アンパンマン ショー
「アンパンマンとカレーなヒーロー」

その他体験イベントなども盛りだくさん！！

10/
●1回目／10：50～
●2回目／15：25～

イベントホールステージ

26
©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

土

場　所

観覧無料

私が実践する

“もったいない
”

エコライフ！！

詳しくは裏面へ

【先着450名様限定】

2013/10/26
10：00～17：00

岡山コンベンションセンター

 開催時間 1F イベントホール
岡山市北区駅元町14番1号
JR岡山駅中央改札口より徒歩約3分 ※公共交通機関をご利用ください。

（ママカリフォーラム）

開催日時 開催場所

岡山県マスコット「ももっち」と「うらっち」

土

8第 回

会場内を周遊してクイズと
アンケートに
答えてくれた方に

素敵な商品を
プレゼント！

エコクイズラリー

[　もったいないフォーラム　A4　]

　平成25年３月31日をもって社団法人岡山県環
境衛生協会を解散し、４月１日から岡山県環境
衛生協会として活動を開始しました。
　活動内容や協会の構成等に変更はなく、これ
までどおり地域に根ざした活動を続けてまいり
ますので、引き続き、環境美化活動やマイバッ
グ持参運動等に種々ご協力をいただきますよう
お願いします。

平成25年４月から
岡山県環境衛生協会として
活動を開始しました！！

機関誌、協会に関する問い合わせ先

岡山県環境衛生協会事務局
〒700-8570  岡山市北区内山下２-４-６
T e l . 086-226-7307
URL. http://www.pref.okayama.jp/page/351042.html

　生活用品の買物に、レジ袋が広く普及して重宝され、気がつけば、大きな落とし穴がありました。
身近な生活の中でみますと、レジ袋は岡山県下で、年間 579 万枚、約５千トンを使用しており、
この焼却で二酸化炭素、約３万６千トンを空気中に排出していると推計されています。わずかな
１枚が積もり積もって大きな環境破壊の要因を引き起こしているのです。
　急速に進んだ地球温暖化の影響により、昨今の異常気象には日本は勿論、世界中が困惑してお
ります。この環境汚染源の一因を阻止しようと県下で一番に立ち上がったのは、県南の和気町で
した。まず環境指導員を中心に婦人会員などが店頭啓発に努め、自前袋持参運動を呼びかけたの
に始まり、今ではレジ袋の辞退率 100％近くの成果が得られています。
　岡山県下でも、毎月 10日を「岡山県統一ノーレジ袋デー（マイバッグ持参推進日）」と定め、
多くのみなさんの賛同、協力に大きな期待を寄せています。

◦レジ袋は、生ごみ入れやゴミ箱の内袋などに使うのに便利だから…
　レジ袋に代えて、商品を包装していたポリ袋・ビニール袋などを再利用してはどうでしょうか。
◦いつもマイバッグを持ち歩くことはできないから…

　できるだけ、マイバッグをカバンや自動車の中に入れておく、以前受け取ったレジ袋を（ハン
カチのように）ポケットに入れておいてはどうでしょうか。

岡山県・岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議チラシから抜粋
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定
例
総
会
を
開
催

平
成
25
年
度

岡
山
県
環
境
文
化
部
長
表
彰

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
長
表
彰
（
支
部
名
）

岡
山
県
知
事
表
彰

◆
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
・
団
体

　

西
菅
野
町
内
会　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

上
阿
知
西
町
内
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

倉
敷
市
環
境
衛
生
協
議
会
玉
島
地
区
協
議
会
柏
島
支
部　
（
倉
敷
市
）

　

赤
崎
町
内
会
連
合
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
敷
市
）

　

倉
敷
市
環
境
衛
生
協
議
会
玉
島
地
区
協
議
会
富
田
支
部　
（
倉
敷
市
）

◆
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
・
個
人

黒
住　
　

實
（
岡
山
市
）　

花
房　

明
夫
（
岡
山
市
）　

楠
戸　

英
俊
（
倉
敷
市
）

髙
林　

勝
信
（
倉
敷
市
）　

梶
田　

恒
夫
（
倉
敷
市
）　

田
中　

仁
志
（
真
庭
市
）

坂
本　

道
治
（
津
山
市
）

◆
清
掃
事
業
功
労

　

國
柴　

俊
毅
（
赤
磐
市
）　

丹
治　

昌
昭
（
赤
磐
市
）　

水
田　
　

忠
（
総
社
市
）

　

別
府　

洋
吾
（
総
社
市
）　

江
見　

明
生
（
倉
敷
市
）　

三
村　

恒
夫
（
倉
敷
市
）

　

佐
伯　

菊
吉
（
倉
敷
市
）　

宗
田　

範
雄
（
倉
敷
市
）　

牧　
　

生
夫
（
真
庭
市
）

　

皆
木　

幹
夫
（
美
作
市
）　

◆
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
・
団
体

　

中
の
里
町
内
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

下
高
田
町
内
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

熟
年
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

倉
敷
市
環
境
衛
生
協
議
会
玉
島
地
区
協
議
会
沙
美
支
部
（
倉
敷
市
）

◆
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
・
個
人

長
原
冨
喜
夫
（
岡
山
市
）　

藤
井　

公
雄
（
岡
山
市
）　

多
田　

美
輝
（
岡
山
市
）

西
上　

忠
志
（
岡
山
市
）　

本
田　

敏
子
（
岡
山
市
）　

大
木　

晴
太
（
吉
備
中
央
町
）

小
野　
　

勉
（
倉
敷
市
）　

武
政　

三
郎
（
倉
敷
市
）　

生
田　

雅
彦
（
倉
敷
市
）

山
木　

誠
一
（
井
原
市
）　

藤
原　
　

猛
（
井
原
市
）　

三
宅　

敏
明
（
倉
敷
市
）

原
田　

貞
男
（
倉
敷
市
）　

景　
　

茂
樹
（
真
庭
市
）　

福
島　
　

貢
（
真
庭
市
）

永
見
千
夜
子
（
美
作
市
）　

江
見　

喜
徳
（
美
作
市
）

◆
清
掃
事
業
功
労

八
田　

高
志
（
岡
山
市
）　

久
安　

幸
生
（
岡
山
市
）　

土
井　
　

孝
（
岡
山
市
）

松
原　

利
治
（
岡
山
市
）　

羽
村　

幹
治
（
岡
山
市
）　

武
林　

利
和
（
倉
敷
市
）

野
々
垣
善
明
（
倉
敷
市
）　

庄
司　

信
之
（
倉
敷
市
）　

兼
信　

隆
政
（
倉
敷
市
）

小
野　

昌
幸
（
笠
岡
市
）　

中
務　

英
二
（
浅
口
市
）　

川
田　

和
市
（
総
社
市
）

川
田　

哲
也
（
美
咲
町
）　

佐
藤　

啓
造
（
美
作
市
）　

道
広　

有
治
（
美
作
市
）

丸
山　

義
之
（
美
作
市
）　　

◆
環
境
衛
生
改
善
優
良
地
区

　

岡
山
市
立
野
谷
小
学
校
児
童
会
（
岡
山
市
）

　

高
松
中
学
校
生
徒
会　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

鹿
田
町
ニ
コ
ニ
コ
会　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

　

友
田
環
境
衛
生
改
善
組
合　
　
　
（
倉
敷
市
）

　

下
木
見
環
境
衛
生
改
善
組
合　
　
（
倉
敷
市
）

　

野
呂
環
境
衛
生
組
合　
　
　
　
　
（
高　

梁
）

◆
環
境
衛
生
改
善
地
区
育
成
功
労

小
橋　

教
秀
（
岡　

山
）　

中
村
美
佐
雄
（
岡
山
市
）　

樋
口　

正
信
（
岡
山
市
）

中
山　

良
一
（
岡
山
市
）　

甲　
　

潤
一
（
岡
山
市
）　

内
田　

治
雄
（
岡
山
市
）

池
畑　

一
男
（
岡
山
市
）　

川
村　
　

武
（
岡
山
市
）　

川
平　
　

章
（
東　

備
）

松
原　

暉
文
（
東　

備
）　

平
川　
　

満
（
東　

備
）　

中
藤
七
五
三
夫
（
倉
敷
市
）

家
守
美
智
子
（
倉
敷
市
）　

田
中　

公
雄
（
倉
敷
市
）　

白
神　

完
治
（
倉
敷
市
）

小
野　
　

勉
（
倉
敷
市
）　

松
原　
　

操
（
倉
敷
市
）　

中
田　

暘
子
（
新　

見
）

景　
　

茂
樹
（
真　

庭
）　

智
和　
　

正
（
津　

山
）

◆
清
掃
業
務
従
事
功
労

平
井　
　

昇
（
東　

備
）　

竹
内　

元
美
（
東　

備
）　

山
本　

政
豊
（
倉
敷
市
）

西
尾　

弘
志
（
倉
敷
市
）　

黒
瀬　

満
治
（
倉
敷
市
）　

田
中　

義
信
（
倉
敷
市
）

平
松　

吉
孝
（
倉
敷
市
）　

松
浦　

伸
文
（
井　

笠
）　

谷
名　

宏
司
（
勝　

英
）

大
江　

崇
仁
（
勝　

英
）

　
　

　

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
と
し
て
活
動

を
開
始
し
、
最
初
の
定
例
総
会
を
五
月

二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
実
績
・
決
算
、

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
（社）
岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
の

決
算
総
会
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
、
平
成

二
十
四
年
度
事
業
実
績
・
決
算
、
平
成

二
十
五
年
度
予
算
、
清
算
結
了
処
理
に

つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
築
島
明
環
境
省
中
国

四
国
地
方
環
境
事
務
所
長
、
役
田
昌
幸

同
所
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
長
、

田
野
宏
岡
山
県
環
境
文
化
部
次
長
、
山

本
篤
子
岡
山
県
愛
育
委
員
連
合
会
副

会
長
、
杉
本
睦
子
岡
山
県
栄
養
改
善
協

議
会
会
長
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
環
境
衛
生

改
善
活
動
に
多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
団

体
、
個
人
に
対
し
、
表
彰
状
及
び
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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新規賛助会員の募集

新規賛助会員の紹介

賛助会員の皆様からの記事を募集します

　当協会の活動は、賛助会員の皆様による支援金に
より成り立っています。
　地域に根ざした活動を引き続き行っていくため、
当協会では、ご支援いただける個人・団体を募集し
ています。
　地元で行われている清掃活動や不法投棄防止運動、
マイバッグ推進運動等への支援をお願いします。

１口１万２千円で、１口から入会できます。

　平成25年度にご入会いただいた賛助会員は次のと
おりです。

　◦高梁川漁業協働組合
　◦中村建設株式会社
　◦山陽興産株式会社

　誠にありがとうございます。
　末長くご支援賜りますようお願いします。

　日頃から取り組まれている環境保全、環境美化に
関する活動について、賛助会員の皆様からの記事の
投稿をお待ちしています。

　字数：約400字（写真、図等をあわせて提供ください。）
　例：事業所付近の清掃活動、環境に配慮した事業、
　　　一般の見学者の受け入れ等。

紹介

「
環
境
川
柳
」
応
募
作
品
紹
介

　「
環
境
の
ひ
ろ
ば
」
二
〇
〇
号
の
発
行
を
記
念
し
、「
ご
み
の
な
い
住
み
よ
い
環
境
　

岡
山
県
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
環
境
川
柳
」
の
募
集
を
行
い
、
県
内
各
地
か
ら
多
数

の
ご
応
募
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
前
号
に
引
き

続
き
、
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
秀
句
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
の
力
作
揃
い
の
句
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
敬
称
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
菜
屑　

ご
み
に
は
さ
せ
ぬ　

知
恵
絞
り

一
寸
と
待
て  

捨
て
る
ベ
カ
ラ
ズ  

子
等
見
て
る

拒
否
の
手
を　

始
め
て
見
せ
る　

ノ
ー
レ
ジ
日

美
し
い　

環
境
守
り　

今
日
も
ま
た

資
源
ご
み　

缶
の
ポ
イ
捨
て　

止
め
ま
し
ょ
う

断
捨
離
と　

も
っ
た
い
な
い
は　

程
程
に

な
さ
け
な
い  

お
と
な
が
捨
て
た  

誤
美
ひ
ろ
い

冷
房
の  

タ
イ
ム
に
夫
婦
（
ふ
た
り
）
で  

散
歩
す
る

大
自
然　

汚
さ
ず
壊
さ
ず　

孫
た
ち
へ

ポ
イ
捨
て
が　

日
本
の
顔
を　

ま
た
汚
す

「
雑
が
み
」
を　

分
け
て
生
ゴ
ミ　

ダ
イ
エ
ッ
ト

ご
み
減
量　

分
別
は
法
を　

守
れ
ば

　
　
　
　
　
　

一
文
い
ら
ず　

一
そ
う
よ
く
な
る

ゴ
ミ
の
無
い　

自
然
の
中
で　

い
や
さ
れ
る

合
い
言
葉　

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う　

こ
の
街
を

今
一
度　

捨
て
ず
に
見
な
お
し　

リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
の
な
い　

緑
道
公
園　

誇
り
で
す

分
け
る
前　

へ
ら
す
雑
紙　

協
力
を

立

花

正

廣

匿

名

希

望

小

山

亮

一

尾

崎

敏

夫

松

元

慶

子

立
　
花
　
八
千
代

護
美
・
ダ
イ
エ
ッ
ト

赤
　
木
　
三
四
子

若

松

俊

子

岡

田

耐

子

匿

名

希

望

匿

名

希

望

萬

代

算

雄

神

田

忠

世

守

屋

新

一

根
　
木
　
千
枝
子

匿

名

希

望

玉
野
市

倉
敷
市

岡
山
市

倉
敷
市

岡
山
市

玉
野
市

浅
口
市

新
見
市

岡
山
市

倉
敷
市

倉
敷
市

倉
敷
市

倉
敷
市

岡
山
市

倉
敷
市

岡
山
市

倉
敷
市

新しく選出された役員の紹介
会　長
岡山市 小 山 亮 一

副会長
岡　山 熊 澤 義 郎

延 堂 俊 輔
守 屋 新 一
笠 原 金 剛
景 　 茂 樹
大 山 正 志

東　備
倉敷市
井　笠
真　庭
津　山

理　事
岡　山 濱 田 久 子

岡 村 耕 輔
岸 本 戴 男
福 井 孝 子
明 楽 邦 子
室 田 　 勉
藤 原 　 浩
榊 原 秀 雄
原 田 潤 作
更 谷 暢 久
川 田 　 順

岡山市
岡山市
岡山市
岡山市
岡山市
岡山市
岡山市
岡山市
東　備
倉敷市
倉敷市 横　山　三惠子

倉敷市 石　井　日出子
岡 本 正 夫
五 島 榮 二
鈴 木 邦 彦
出 口 祥 三
山 本 光 敎
抅 井 正 子
藤 原 清 和
手 塚 幸 恵
徳 森 勝 造
杉 　 秀 樹
村 上 輝 子
澤 山 祥 子
小 椋 邦 子
稗 田 良 治
豊 田 成 之
延 原 　 健

倉敷市
倉敷市
倉敷市
倉敷市
倉敷市
井　笠
井　笠
高　梁
高　梁
新　見
新　見
真　庭
津　山
津　山
勝　英
勝　英

監　事
岡　山 大 木 晴 太

森 原 誠 一
治郎丸　　　勲

井　笠
勝　英
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早
島
町
環
境
衛
生
協
議
会

広
報
・
研
修
委
員
　
延
原
　  

健

　

本
年
度
、
早
島
町
環
境
衛
生
協

議
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
早
島
駅
前
で
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

通
勤
・
通
学
中
の
町
民
の
皆

様
に
少
し
ば
か
り
の
お
時
間
を
い

た
だ
い
て
、
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
中
に

は
「
我
が
家
で
は
以
前
か
ら
マ
イ

バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
ま
す
よ
。」
と

の
う
れ
し
い
お
言
葉
も
。
町
民
の

皆
様
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
早
島
町
で
排
出

さ
れ
る
可
燃
ご
み
は
年
々
増
加
し

て
き
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

原
因
は
レ
ジ
袋
の
消
費
に
よ
る
も

の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
買
い

物
の
際
の
レ
ジ
袋
使
用
を
減
ら
す

こ
と
で
、少
し
で
も
可
燃
ご
み
減
量・

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
助
け
に
な
れ
ば

と
の
思
い
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
場
で
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆ 

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
推
進 

◆

　

社
会
・
環
境
汚
染
を
取
り
巻
く
原
因
は
多
く

あ
り
ま
す
。
今
回
私
達
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
た
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
も
、
そ
の
原
因
対
策

の
一
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
少
し

ず
つ
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
共
通
意
思
を
持
っ
て

取
り
組
む
事
が
、
将
来
に
限
り
あ
る
資
源
・
食

糧
・
水
・
環
境
を
守
っ
て
い
く
上
で
課
せ
ら
れ
た

共
通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
「
地
域
の

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
は
地
域
自
ら
」
と
い
う
循

環
型
社
会
の
構
築
こ
そ
が
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
社
会
運
動
で
あ
り
、
近
年
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
地
球
環
境
「
エ
コ
」
対
策
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
岡
山
県
の
各
地
域
の
活
動
状
況

を
写
真
で
紹
介
し
、
今
年
二
回
発
行
す
る
機
関

誌
「
環
境
の
ひ
ろ
ば
」
二
〇
三
号
か
ら
、
よ
り
読

み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
文
字
サ
イ
ズ
を
大

き
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
支
部
だ
よ
り
も
前
期・

後
期
号
の
い
ず
れ
か
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。
私

達
が
毎
日
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る

環
境
の
中
で
、
無
理
の
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
構
築
こ
そ
が
、
廃
棄
物
発
生
抑
制
・
再
使
用
・

再
資
源
化
の
取
り
組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
機
関
誌

が
皆
様
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
、
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

編
集
後
記


